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中 出佳操
Yoshim1 NAKADE 
抄 録
イギリスの学校で、いじめ問題を無くそうとする目的から始められたピアサポー ト活動は、
今や世界的に広まりつつある。ピアサポート活動の効果は既に立証されている。
筆者は昨年カナダでの研修を体験し、大学生においてもそのスキルを身につけ、活動するこ
とは、本人自身の為にも、又学校全体にとっても有効であると確信した。
そこで、ピアサポーター養成の為のプログラムを作成し、ビアサポーター養成に着手した。
コミュニケーションスキルをはじめとするスキルトレーニングと同時に、ピアサポーターが
活動するためには、多方面にわたる基礎知識も必要であると考え学習会も行った。学習会の最
初のテーマとして取り上げたものは 「性」 に関する事である。学生聞の相談としてかなり大き
なウエイトを占めると考えたからである。
1週間l回90分間、プログラムに従いトレーニングをおこなった。その結果と、今後の課題
が明確になったのでここにまとめる。
はじめに
ピアサポート活動の有効性について、筆者は既に論じているところである。 1)
有効性に関しては明らかになっているが、実際どのよっにビアサポーターを養成し、どのよ
うな活動を行うと、本来の目的が達成されるのか模索しているところである。
そこでこの度、大学生に対する、ピアサボーター養成プログラムを作成し、プログラムを実
践し、ピアサボーター と して活動を開始するところまでに至った。
ここにその経過と、活動内容をまとめ、大学生にとってのビアサポート活動の有効性を実証す
るとともに、最も効果的なビアサポート養成のための、プログラムについて検討を試みた。
I 本校におけるピアサボーター養成の目的
本大学において、ピアサポート活動を取り入れる目的は、次のような事実に基づいて行うも
のである。学生の行動に影響力の大きいのは友人であり、相談も先ず、友人にすることが多い
ということである。このような事実から、影響力の大きい友人間で、お互いにより良いサボー
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ト関係が作れることを目的とするものである。より良い関係とは、ビアサポー ト活動を通し、
ピアサボーター自身の心身の健康を高めることができることと、ビアサポ トーーを受けた学生
が、心身共に良い状態を回復できることである。
具体的には次のことを目標とする。
1 ）ピアサボーター自身、健康生活や性に関しての正しい知識を身につけ、実践できる力を
養う。
2）ピアサポートスキルを身につける。
3）大学内の学生にピアサポート活動ができる。
4）地域の中でピアサポート活動ができる。
I ピアサボーター養成に至るまでの経過
新入生を対象に、ピアサポーター希望者を募った。本校大学部は2学部5学科からなってい
る。大学部全員を対象に公募した場合、希望者が多すぎることが予測されたため、人間福祉学
部福祉心理学科の学生のみを対象にした。希望者は58名おり、希望した理由として、複数回答
であるが次の様なことが挙げられた。
表1 学生の応募動機
項 目 男子学生（人） 女子学生（人）
人を助けたい 1 17 
将来役に立っと思う 2 15 
人の心を理解したい 1 。
自分が向上できる 3 11 
興味がある 3 4 
相談されることが多い 3 
コミュニケーシヨンが苦手 。 8 
新しいことをしてみたい 。 3 
人との関わり を勉強したい 。 1 
相談にのることが好き 。 1 
自分を理解したい 1 。
自分と他人の幸せのために 。 1 
ほっと出来る人になりたい 。 1 
「人を助けたい」「将来役に立つ」「自分が向上できる」等が主な理由としてあげられている。
応募してきた学生に1週間I回の トレーニングを行った。また、ト レーニング後は学生間で
の活動になるため、 学生会所属のサークル活動として位置づけた。
97 
I ピアサポートトレーニングプログラム及びその実際
本校における、初年度のトレーニングプログラムは表2の様な内容で行った。本プログラム
は、筆者が昨年カナダ研修でトレーニングを受けてきたものをベースにして作成したものであ
る。
スキルトレーニングと同時に、学生自身正しい知識習得の為の学習会プログラムも作成し
た。学習テーマとして、最初に取り上げたテーマは「性」に関するものであるが、学生にとっ
て早急に取り組む必要性があることが、既に筆者の研究で明らかになっているからである。 2)
スキルトレーニングと学習会を、1週間 1回90分で行ったO
スキルトレーニングは、多くの場合、グループ或いは2人1組になり、お互いに相談し合う
形で、行った。
ひととおり、トレーニング内容を実践した段階で、それらすべてのスキルを活用して、事例
を用いロールプレイを行った。事例は、日頃学生が良く相談されると思われる内容を取り上げ
てみた。 1事例につき、 3組が皆の前で行い、学生同士チェックリストに感想、やアドヴアイス
を記載し、演技者にそれを渡す形を取った。
最後にまとめとして、学生の模範演技を取り入れた。模範演技を行う学生は、何度か練習を
重ね行った。
学習会に関しては、村瀬の 「ヒューマンセクシュアリティ」 31をテキストとして用い抄読会
形式で、行った。学生が担当を決め進行した。
表 2 ピアサポートトレーニングプログラム
回数 ピアサボーター養成プログラム内容 学習会内容 備 考
l回目
ピア ・サポーターの資質
性を学ぶとは
イメージづくりの
ピア・サボーターに期待されること 為のビデオ鑑賞
2回日
一方通行と双方通行コミュニケーシ ョン
人工妊娠中絶
アクテイブリスニング
3回目 アクテイブリスニング 避妊
4回目 オープンクェスチョン 男女の相違点
5回目 問題解決スキル 性欲求
6回目 守秘義務と限界設定 性の普遍性
7回目 ビア・ミデイエーション 性感染症
8回目 事例を用いてロールプレイ 性感染症
9回目 事例を用いてロールプレイ 人権と性
10回目 事例を用いてロールプレイ 性愛のゆくえ 学生に拠る模範演
技
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N スキルトレーニング及び学習会実施結果
当初の希望者は58名であったが、その内に出席する学生は固定され、毎回40名前後の
出席であった。
スキルトレーニングに関しては、lつのスキルに関し、2ないし3回の トレーニングであっ
たことから、その難しさと、実際の場面でどのように活用したらよいのかという疑問が多く 出
された。特にスキルを統合して行うロールプレイは、難しさを強く訴えていた。ロールプレイ
に慣れていないこともあり最初はなかなか問題解決段階まで行き着くことができない状態であ
った。回を重ねるう ちにスムーズに事実の確認などは行うことができるよ うになった。
前期に予定していたプログラムが終了した時点で、学生にプログラムに対しての感想及び、
今後の活動の希望についてアンケートを行った。結果と して、表3の様な結果を得た。
結果として自己変容の必要性を感じている学生が数名いた。
コミュニケーションスキルや、問題解決スキルに関しては、今回のプログラムにおいて、理
解はできたとしている。 しかし、実際のスキル活用において、困難さを感じている。そして、
実際に何度も体験しトレーニングを繰り返すことの必要性を感じている。今後の希望として、
何度も学生間で、ト レーニングをし、スーパービジョンを受けながら向上を図りたいというこ
とがあげられていた。
学習会に関しては、使用したテキス トに、性に関する専門的内容が豊富に記載されているこ
とから、 学生は初めて知ったという驚きの声が良く聞かれた。内容的には初めての事では無い
はずであるが、初めて知ったという言葉が聞かれたことは、 筆者の先の研究から4）も明らかな
ように、高校までに行われた性教育が、受け身的な学びであったため、印象に残っていないこ
とが考えられた。 いずれにしても、学生は今回の学びを生かし、これからサポー ト活動をする
という目的が明確な為か、真剣に取り組んでいた。
学習会に対してのアンケート結果と
して、学生とっては、学んでみて初め
て自己の知識不足を痛切に感じたよう
であった。大学入学以前に受けた教育
よりも、詳細に具体的に学べたとする
反面、抄読会以外の学習方法の工夫を
希望する声があった。今後の学習につ
いては健康に大きく影響すると思われ
る喫煙や、飲酒、 薬物等についての学
習の必要性があげられていた。
その他今後の活動についての学生の
希望を聞いたところ、学生は友人間の 写真1 スキルトレーニング実施風景
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みならず、後輩に対し、サポート活動をすることを希望していた。特に学校外での活動に関し
ては、関心が高かった。既に高校に出向いて活動をしている他の大学生のビデオを視聴した影
響が大きいと思われるが、学生は地域に対しての活動に関心が高いことが伺えた。
当初の目標であった、学生自らが良い人間関係を作り、 正しい知識を持って自己の健康管理
をすると言う点に関しては、目標到達
に近づいたと思われる。
学習の最後のまとめとして、夏季休
暇中に産科の病院での見学学習を行っ
た。産科の医師から説明を受けたり、
実際に胎盤を触れてみるなどして、生
命の大切さや誕生の神秘を体験するこ
とができていた。この体験が、今後の
ピアサポート活動の中で、実体験とし
表3 プログロムラム実施後の学生の感想及び意見
プログラムに対しての感想及び意見
理解できた 42名
コ 十分理解できなかった 2名、
－実際に活用となると疑問二L
一ケ
ン
ヨ
ン
ス
キ
jレ
理解できた 34名
十分理解できなかった 10名
問 －相談者自ら方向性を見いだすよう に支援する題
角平 ことが難しい。
決
－解決プロセスを意識しすぎてスムーズに行かス
キ ない。
Jレ
－理論上は解っても、 実際の活用する事に不安
がある。
写真2 病院見学風景
プログラムに対しての今後の希望
－実際を通しト レーニングを積む機
会をつく って欲しい。
26名
－他の学生の相談の実際を見学させ
てもらいたい。
－学生自身も、 信頼される人間にな
れるよう努力する。 いろいろな人
と接する機会を、自ら作るよう努
力する。
－トレーニングの機会を多く作って
ほしい。
－グループでスキル トレーニングを
して欲しい。
－自ら トレーニングする心構えが必
要
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良かった 22名 －事例は学生自身から提供してはど
ロ
もう少し工夫して欲しい 20名 うか。
－みんなの前では自然に行えない。 －モデル演技をして欲しい。
lレ －もっといろいろな事例をしたかった。 －何度も練習する機会が欲しい。フ
レ －時間を十分とり、全員体験したかった。
イ
－その場での意見交換時間を十分とって欲しか
った。
性に関する知識は理解できた 40名 －学んだ知識を、下級生に伝える機
－今までの学習より、より内容の濃いものであ 会が欲しい。
弓主主Z一， 
った。 －性に関する知識のみでなく、喫煙
習* 抄読会では物足りなかった。方法の工夫が必要 飲酒・薬物なと守について、 単に体2名 に良くないというのみでなく、現
状や何故良くないのかまで深めた
学習をしたい。
て生かされることを期待しているところである。
v ピアサポートプログラムの今後の予定
既にスキルトレーニング終了後から、摂食障害や異性との付き合い、進路に関しての相談等
を受けている学生がいる。今後の活動として、スキjレを使って、個人のサポー ト活動を開始す
る。開始したばかりで、困難な点も多いと思われることと、スキルト レーニングを継続する必
要があることより、毎週集ま り、 事例検討を行って行く。又学習会も継続する。
活動のピ一アールの意味で、大学祭に参加し、今までの学びを発表したり、活用したりする
事が当面の活動計画である。
M 考 察
1）ピアサポートプログラムについて
本学に於いて取り入れたピアサポートプログラムは、カナダのビクト リアを中心とする小学
校や中学校、大学で、最初の段階で行われているスキルトレーニングプログラムをベースにし
て作成したものである。カナダでは多くの場合3日間く らいかけ、 合宿のような形で行われ、
終了した子どもは即刻活動を開始するわけである。
筆者自身、この様な簡単な トレーニングで果たして大丈夫なのかと、当初疑問を抱いたもの
である。学生の感想、を見ても、「この様なトレーニングだけでは相談を受けることはとてもでき
ない。もっと体験を積んで、行かなければならないJ等、どうしても技術論になりがちであり、
それ故不安を訴えている。
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しかしながら、ピアサポートは、専門家の行うカウンセリングではない。このことを先ず自
覚することが大切で、ある。ビアサポートは、普段日常的に行われている、学生問での相談が出
発である。問題が少しでも前向きに解決されることを目的としていることから、あまりスキル
にとらわれすぎることは、逆に本来の意味を為さなくなる恐れがある。友達同士だからこそ、
心を聞き話し合えるのである。そして、何よりも、このトレーニングを受けた学生自身が、コ
ミュニケーションを中心とするスキルを身につけ、人間関係を良くし、更に、その輪が広まる
ことが大切であると思うのである。学生のピアサポート活動参加への動機をみると、 自分自身
がコミュニケーシヨンを図ることが苦手としている学生がみられる。中里等5）も、日本の学生
の弱点としてコミュニケーション不足を指摘している。特に、相談をされ、サポートすると言
うことは、相談者があくまでも主体的に解決の道を見いだす事を手助けすることに過ぎない。
従って、サボーターとなるべき学生はそのことを理解し相手に応じたサポートをすると同時
に、それができるためには、学生自身の感情をコントロールできるよう人間的成長を図らねば
ならない。多くの学生は、スキルを身につけると、ピアサボーターとして完成という意識を持
ちやすいが、この点の確認を今後のプログラムの中に組み入れる必要があると考える。
又このような意味から、今後多くの学生がこのトレーニングを受ける機会があれば、学校に
おける、学生聞の雰囲気が変化するものと確信する。
更に、本プログラムを実施していく中で、参加者のセルフェステームの低さを感じている。
実際ローゼンパークの自尊感情尺度引を用いて、参加学生を測定してみたところ、平均23であ
った。セルフェステームを高める為の働きかけも、今後のプログラムに取り入れる必要性を感
じているところである。セルフエステ ムを高めることは、「逆境に立ち向かう力が強くなり、
仕事においてはそれだけ創造的になる。また豊かに育ち合う人間関係が作りやすくなる。人に
も敬意や心の温かさや善意を持って接する ことができるようになる。」とナサニエル・ブラウ
ン7）が言っているように、人間関係構築において、基礎となると考えるからである。
又、実際に相談を受けた内容から見て、学生間では解決できそうにない問題も明らかになっ
てきている。プログラムの中では、「限界を知る」と言うことを教えている。この点に関して、
常に、学生に自覚を促すとともに、時を逸することなく、専門家へコンタクトをとるような判
断力を養うようなプログラム内容を考える必要がある。
2）学習会について
今回は性に関するテーマを取り上げた。本学の学生を含め、今の若者にとって、性に関し
は、実践可能な知識の普及が緊急に必要な状況にきているといわれている。特に、感染症の中
でも、自覚症状の少ないクラミジアの感染は、その広まりにおいても、感染後の影響において
も問題になってきている。
実際に学習会を実施してみて、いかに学生が正しい知識の理解に欠けているかということが
解った。学生自身の理解と 自覚を促すためには、学生自身がその必要性を感じ、行動できなけ
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ればならない。その為には、日常的にその様なことが話題となり、 意見交換の出来る場づく り
が必要であると考える。時には今回の病院見学の様に、専門家の力を借りることも必要なこと
であろう。
性に関する問題以外にも、生活習慣病予防として取り上げられている、 運動と休息や、食生
活、禁煙や飲酒、薬物等に関しでも順次学習を深める必要があると考え、 今後のプログラム作
成を行う予定である。
3）地域との関わりの中でのピアサポート活動について
当面は本学の学内における学生聞の相談活動を主に行っていく。その中から、どのような力
を付けていかなければならないかを自覚し、学び、を深め、基礎づく りをしていく必要があると
考える。その過程に於いて、 機会があれば地域との活動の接触の場を持ちたいと思っている。
在学中より、地域に関心を持ち、地域を理解し、地域活動の方法を学ぶ事は大切である。単
に知識としての学びではなく、体験を通しての学びをさせる必要性を感じている。なかでも、
異世代聞の人との交流を是非させたい。なぜ、なら、兄弟が少なく、同年代との関わり しか体験
してきていない学生が多いことと、本学の学生の多く は福祉関係職や教育職を目指しており、
色々な年代の人との関わりを求められるからである。
最近学生の地域活動が、地域保健の分野で活発化していることが学会の発表8）等から伺え
る。具体的には、地域保健と学校保健が連携しての 「触れあい体験jがある。 小学生に赤ちゃ
んと触れあう体験をさせたり、高校生や中学生にその様な体験をさせたり、或いは高校生が幼
稚園にいって、触れあい体験したりしている。どの場合においても、「子供観の変化Jや「対児
感情」「子どものイメージ」等においてその効果が認められ始めている。報告例としては少ない
が、大学生が高等学校に出向いての活動報告もある。
出前活動として、地域の子ども達の中で、ビアポー ト活動が出来たなら、より学生自身の成
長を促進するものと思う。
今後幾つかの課題解決を図りながら更に、ビアサポー ト養成の為の効果的プログラムの構築
と実践に取り組んでいきたい。
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